
定例選挙管理委員会議事録 

 

 下記のとおり定例選挙管理委員会を開催したので、議事の要旨について記録

する。 

１．日 時  令和元年11月27日（水）、9時30分～11時10分 

２．場 所  半田市役所 3階会議室305 

３．出席者  （委員長）村山義信、（委員）尾前宣男、服部裕子、前田早苗 

       （事務局）江原書記長、石島書記、石川書記 

４．議 題  (1) 10月2日開催の選挙管理委員会議事録について 

       (2) 選挙人名簿（在外選挙人含む）の登録者数について 

         ①選挙人名簿登録者数について 

         ②在外選挙人名簿登録者数について 

       (3) 定時登録に伴う告示について 

         ・解職請求に必要な選挙権を有する者の数の告示について          

(4) 今後の選挙執行に係る課題の整理について 

       (5) その他 

次回、次々回の選挙管理委員会について 

【議事】 

委員長 委員会の開催宣言。 

議題(1)「令和元年10月2日開催の定例選挙管理委員会議事録」に

ついて、事務局に説明を求めた。 

事務局  議事録について説明した。 

委員長 事務局の説明について、質問、意見等がないか確認した。 

委員全員 質問、意見等なし。 

委員長 事務局作成の議事録について、承認することを決定した。 

半田市選挙管理委員会規程第14条に基づき、前田委員を署名者と

して指名した。 

議題(2)「選挙人名簿（在外選挙人含む）の登録者数」①、②につ

いて、事務局に説明を求めた。 

事務局 「選挙人名簿（在外選挙人含む）の登録者数」①、②について、

以下のとおり説明した。 

① 12 月 1 日現在の選挙人名簿登録者数について、以下のとおり資

料に基づき説明し、承認を求めた。 

令和元年 9 月 1 日定時登録における選挙人名簿登録者総数男

48,655人、女 48,459人、合計 97,114人 

随時抹消者は、 

男 572人、女 444人、合計 1,016人。 

内訳として、死亡による抹消者が、 



  男 154人、女 131人、合計 285人。 

   転出後 4ヶ月経過による抹消者が、 

  男 414人、女 311人、合計 725人。 

   表示登録から外れた者及び失権（職権削除）による抹消者が、 

  男 4人、女 2人、合計 6人。 

 （内、職権による抹消者は、男 0人、女 0人、合計 0人） 

   転入、18歳到達者及び帰化などに伴う登録者数は、 

  男 560人、女 408人、合計 968人。 

 したがって、令和元年 12 月 1 日基準日における選挙人名簿登録

者数は、 

  男 48,643人、女 48,423人、合計 97,066人である旨を説明。 

② 在外選挙人名簿登録者について、以下のとおり資料に基づき説

明し、承認を求めた。 

令和元年 9月 1日現在の在外選挙人名簿登録者数 

 男 27人、女 42人、合計 69人。 

  在外公館経由で登録申請者が、男性 2人、女性 2人いたことか

ら、登録者数は、 

男 29人、女 44人、合計 73人となる旨を説明。 

あわせて、愛知県選挙管理委員会への報告について、以下のとおり

資料に基づき説明し、承認を求めた。 

選挙人名簿登録者数：合計 97,066人 

         （内訳：男 48,643人、女 48,423人） 

在外選挙人名簿登録者数：合計 73人 

         （内訳：男 29人、女 44人） 

委員長 事務局の説明について、質問、意見等がないか確認した。 

委員全員 質問、意見等なし。 

委員長 他に意見などがないため、議題(2)について、事務局説明のとお

り承認することを決定した。 

次に、議題(3)「定時登録に伴う告示」について、事務局に説明

を求めた。 

事務局 定時登録に伴う告示について、半田市選挙管理委員会告示第 24

号により、令和元年 12 月 1 日現在において、以下の請求に必要な

選挙権を有する者の数について説明し、承認を求めた。 

１． 地方自治法の規定による直接請求 1,942人 

２． 市町村の合併の特例等に関する法律の規定による合併協議 

会設置の請求 16,178人 

３． 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定による 

解職請求 32,356人 



委員長 事務局の説明について、質問、意見等がないか確認した。 

委員全員 質問、意見等なし。 

委員長 他に意見などがないため、議題(3)について、事務局説明のとお

り承認することを決定した。 

次に、議題(4)「今後の選挙執行に係る課題の整理」について、

事務局に説明を求めた。 

事務局 資料に基づき、下記の説明をした。 

＜説明趣旨＞ 

前々回8月20日開催の定例選挙管理委員会である程度カテゴリー

分けして紹介した課題項目を、前回10月2日開催の定例選挙管理委

員会で表立てた資料としたうえで、2回にわたって課題項目ごとの

説明、意見交換を行った。 

今日は、そのうえで微調整した整理表をあらためて委員にみてい

ただきつつ、その後10月18日に開催された知多地域五市の選挙事務

担当者の研究会で得られた他市の動向や考え方などを情報提供し

ていく。 

配布の「知多地域五市選挙事務研究会」資料に基づき、他市の状

況等を説明。 

委員 下記のような意見が出された。 

＜委員からの主な意見＞ 

・投票所の区割は、大府市が人口増加に伴う見直しを今後行うこと

や、常滑市は人口が少なくても地域の考え方で見直しはしなしこと

の話題があったが、半田市でも過去に投票区内の一部のエリアを他

の投票区に再編してきたことはあるので、合理的な理由で以て、地

域への説明を、時間をかけて行えば不可能ではないと思う。 

・投票と開票を兼ねている職員の割合はどうか。 

→手元に資料がないので正確な数値はないが、30人から40人程度は

いて、開票時に開披分類係や第一点検係など作業の前半を担う従事

分担とし負担は軽減している。兼務状況とは少し違うが、情報共有

からは、他市の従事者の確保は半田市以上に苦慮しているようであ

った。 

・ポスター掲示版の見直しは他市でも適宜やっているとのことなの

で、意見をいただいたところは順次対応されたい。 

→取り組めるところから対応する。 

・出前講座の対象は何年生か。 

→基本的に小学校６年生。今年度開催する講座には、選管委員も可

能な範囲でご参加いただくことを提案する。（委員同意で参加は個

別調整） 



事務局 前々回、前回、今回の意見交換を以て、整理表は今日の資料でい

ったん確定版としたうえで、今後課題に対応する場合の基礎資料と

してその都度活用していく。 

委員全員 その他、質問、意見等なし。 

委員長 「(5)その他」について、事務局に説明を求めた。 

事務局 次回、次々回の日程の調整について 

【日程調整→次回、12月24日（火）9時30分から、次々回は令和2

年2月をめどに次回の委員会にて調整する】 

委員長 次回及び次々回の定例選挙管理委員会について、 

次回の委員会については、令和元年12月24日（火）9時30分から市

役所3階会議室305（会議室は開催案内で周知する）にて開催するこ

と、 

次々回の委員会については、次回委員会にて調整する。（新任の

委員となる成田氏と別途調整して決定） 

事務局 令和元年12月19日を以て、長年委員をつとめていただいた村山義

信委員長が退任される。最後にご挨拶を頂戴いただきたい。 

委員長 村山委員長あいさつ 

委員会の閉会宣言。 

 


